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E岡

説

公
正
と
救
済

中
国
の
予
算
外
財
政
資
金
と

地
域
間
経
済
格
差

は
じ
め
に

改
革
開
放
以
降
の
中
国
の
財
政
シ
ス
テ
ム
は
、
「
地
方
」
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
地
域
聞
の
平
等
性
よ
り
優
先
さ
せ
る
と
い
う
方
針
の

も
と
に
そ
の
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
中
央
に
よ
る
地

域
閣
の
財
政
的
な
再
分
配
機
能
は
低
下
し
、
地
域
間
の
財
政
力
の
格

差
は
一
貫
し
て
拡
大
し
た
。
近
年
で
は
こ
の
よ
う
な
格
差
の
拡
大
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
西
部
大
開
発
・
所
得
税
改
革
・
農
村
税
費

改
革
な
ど
、
内
陸
部
・
農
村
の
負
担
を
軽
く
す
る
と
同
時
に
財
政
的

な
再
分
配
を
強
化
す
る
よ
う
な
一
連
の
政
策
・
改
革
が
実
施
さ
れ
て

き
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
財
政
の
観
点
か
ら
中

国
の
地
域
間
格
差
問
題
を
考
え
る
と
き
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

梶

谷

』懐

••••• 
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
の
つ
か
み
に
く
き
か
ら
正
面
か
ら
論

じ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
「
予
算
外
資
金
」
の
存
在
で
あ
る
。

「
予
算
外
資
金
」
と
は
、
地
方
政
府
が
徴
収
し
た
財
政
収
入
の
う

ち
、
中
央
政
府
あ
る
い
は
上
級
の
政
府
に
上
納
す
る
必
要
が
な
く
、

地
方
政
府
の
も
と
に
自
主
財
源
と
し
て
そ
の
ま
ま
留
保
さ
れ
る
資
金

の
総
称
で
あ
る
。
改
革
開
放
政
策
の
実
施
に
伴
う
財
政
の
地
方
分
権

化
の
中
で
、
予
算
外
資
金
の
形
で
地
方
政
府
に
留
保
さ
れ
る
財
政
資

金
が
増
大
し
た
こ
と
は
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
や
設
備
投
資
資
金

に
流
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
主
導
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
[
加
藤
一
九
九
七
]
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
中
央
に
よ
る
再
配
分
の
対
象
と
な
ら
な
い
財
政
資

金
の
拡
大
は
、
一
方
で
財
政
的
な
再
配
分
機
能
の
低
下
を
意
味
し
て

お
り
、
特
に
一
九
九
四
年
の
分
税
制
の
導
入
に
伴
う
財
政
改
革
以
降
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は
、
そ
の
大
幅
な
縮
小
、
あ
る
い
は
中
央
に
よ
る
管
理
の
強
化
が
図

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
方
政
府
は
依
然
と

し
て
、
予
算
内
の
財
政
資
金
以
外
の
白
主
財
源
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
留
保
し
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
正
規
の
租
税
収
入
と
は
別
に
地
方
に
留
保
さ
れ
る
自

主
財
源
と
い
う
存
在
は
、
中
国
の
歴
史
の
中
で
は
新
し
い
も
の
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
岩
井
[
二

O
O
四
]
で
は
、
清
朝
財
政
の
「
揺

役
」
と
改
革
開
放
期
に
お
け
る
「
擁
派
」
や
義
務
労
働
な
ど
と
の
類

似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
岩
井
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
な
中
国
の
財

政
制
度
は
、
徴
税
権
を
集
中
的
に
管
理
す
る
中
央
財
政
と
、
そ
の
財

源
が
制
度
化
さ
れ
た
租
税
体
系
の
中
に
十
分
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
中
央
の
財
政
収
入
の
一
部
を
留
保
す
る
こ
と
に
よ
り
維
持
さ
れ

て
き
た
地
方
財
政
と
い
う
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
中
央

が
管
理
す
る
正
規
の
租
税
収
入
は
、
と
も
す
れ
ば
硬
直
化
・
固
定
化

す
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
地
方
財
政
は
し
ば
し
ば
農
民
か
ら
の
付

加
的
・
追
加
的
な
課
徴
(
輔
派
)
や
義
務
労
働
の
調
達
に
よ
っ
て
そ

の
収
入
を
調
整
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
は
、
近
年
の
中

国
の
農
村
で
問
題
と
な
っ
た
「
農
民
負
担
問
題
」
も
、
あ
る
い
は
地

方
政
府
に
よ
る
強
制
的
な
農
地
収
用
に
関
わ
る
「
失
地
農
民
」
の
問

題
も
、
中
国
の
地
方
財
政
が
歴
史
的
に
抱
え
て
き
た
構
造
的
矛
盾
の

帰
結
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
予
算
外
資
金
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
擁
派
」
や
義
務
労

働
で
代
表
さ
せ
る
岩
井
の
議
論
は
や
や
ミ
ス
リ

1
デ
イ
ン
グ
で
あ

る
c

と
い
う
の
は
、
す
で
に
近
代
的
な
工
業
部
門
が
発
達
し
た
改
革

開
放
期
以
降
に
お
け
る
中
目
の
子
算
外
資
金
は
、
金
融
市
場
や
土
地

市
場
に
代
表
さ
れ
る
要
素
市
場
へ
の
政
府
の
介
入
を
通
じ
て
得
ら
れ

る
超
過
利
潤
U

レ
ン
ト
の
分
配
、
と
い
う
側
面
を
強
く
持
つ
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
地
方
の
腐
敗
し
た
役
人
が
貧
し
い
農
民
か
ら

搾
り
取
る
、
と
い
う
「
蝿
派
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
、
地
方
に
留
保

さ
れ
る
予
算
外
資
金
の
意
味
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
要
素
市
場
に
対
す
る
政
府
の
介
入
に
よ
る
超
過
利

潤
リ
レ
ン
ト
の
分
け
前
、
と
し
て
の
予
算
外
資
金
の
性
質
に
注
目
し

つ
つ
、
そ
の
レ
ン
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
源
泉
が
金
融
市
場
な
ど
か
ら

次
第
に
土
地
市
場
に
移
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
現
在
問
題

と
さ
れ
て
い
る
中
国
の
地
域
閉
経
済
格
差
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を

持
つ
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

60 

予
算
外
資
金
の
概
要

予
算
外
資
金
は
、
一
九
五

0
年
代
社
会
主
義
計
画
経
済
の
建
設

の
た
め
中
央
集
権
的
な
財
政
制
度
が
形
作
ら
れ
る
中
で
、
工
商
税
に

対
す
る
付
加
税
や
、
各
行
政
部
門
事
業
単
位
が
白
主
的
に
経
済
活

動
な
ど
を
行
っ
て
得
た
財
源
な
ど
を
地
方
レ
ベ
ル
で
自
主
財
源
と
し

て
留
保
で
き
る
余
地
を
残
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ
る
[
都
・

挑
・
徐
・
醇
一
九
九

O
]
。
そ
の
後
改
革
開
放
政
策
が
始
ま
る
と
、



い
わ
ゆ
る
地
方
分
権
的
な
財
政
斜
度
が
導
入
さ
れ
る
の
に
持
い
、
そ

の
規
模
を
次
第
に
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

一
九
九

0
年
代
に
制
度
改
革
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
予
算
外
資
金

は
、
そ
の
管
理
主
体
に
よ
っ
て
次
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

川
地
方
政
府
の
財
政
部
門
が
管
理
す
る
も
の
。
こ
れ
に
は
、
工

蕗
税
付
加
な
ど
の
各
種
税
に
対
す
る
位
加
、
お
よ
び
地
方
政
府

が
管
理
す
る
企
業
の
利
潤
が
含
ま
れ
る
。

回
地
方
政
府
の
行
致
事
業
部
門
が
管
理
す
る
も
の
。
こ
れ
は
、

地
方
政
府
が
管
理
・
所
有
す
る
各
種
学
校
・
ホ
テ
ル
・
招
待
訴

の
収
入
、
あ
る
い
は
市
場
管
理
収
入
な
ど
、
各
種
の
雑
収
入
か

ら
工
な
ゆ
hvo

問
国
有
企
業
あ
る
い
は
そ
の
主
管
理
部
門
が
管
理
す
る
も
の
。

こ
れ
は
、
「
悶
有
企
業
専
市
場
基
金
」
と
呼
ば
れ
、
従
業
員
の
福

利
基
金
や
誠
価
憤
却
費
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は

菌
有
企
業
の
留
保
利
潤
に
等
し
い
。

た
だ
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
燥
以
上
の
地
方
政
府
に
留
保
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
郷
鎮
レ
ベ
ル
で
は
さ
ら
に
こ
の
ほ
か
に
「
郷
鎮
自
己

調
達
資
金
」
と
よ
ば
れ
る
非
税
収
入
が
留
保
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

「
制
度
外
資
金
」
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
郷
鎮
企
業
の
税
引

き
後
利
潤
の
郷
鎮
政
府
へ
の
上
納
額
な
ど
の
ほ
か
に
、
郷
鎮
レ
ベ
ル

で
の
農
畏
・
企
業
に
対
す
る
悉
意
的
な
費
用
徴
収
な
ど
も
含
ま
れ

る
。
本
語
で
は
詳
し
く
設
わ
な
い
が
、
一
九
九

0
年
代
末
か
ら
二

O

O
二
年
に
か
け
て
問
題
に
な
っ
た
「
乱
収
費
」
お
よ
び
そ
れ
に
対
処

す
る
た
め
の
「
税
費
改
〈
哩
は
、
こ
の
よ
う
な
恐
意
的
な
費
舟
徴
収

に
関
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

改
革
開
設
期
を
通
じ
て
予
算
外
資
金
は
拡
大
を
続
け
、
一
九
九

0

年
代
初
め
に
は
予
算
内
の
財
政
資
金
を
上
回
る
規
模
に
成
長
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
予
算
外
資
金
の
背
景
に
は
、
地
方
叫
財
政
請
員
制
度

の
導
入
に
よ
っ
て
地
方
の
叫
財
政
的
な
権
限
が
拡
大
す
る
中
で
、
地
方

政
府
に
と
っ
て
中
央
政
府
へ
の
上
納
の
対
象
と
な
る
予
算
内
の
財
政

収
入
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
、
中
央
か
ら
の
管
理
・
干
渉
を
受
け
な
い

自
主
財
源
と
も
一
吉
う
べ
き
予
算
外
資
金
の
形
で
収
入
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
強
く
掛
開
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

一
九
九

0
年
代
に
入
り
、
予
算
外
資
金
の
い
く
つ
か
の
項
目
、
例
え

ば
盟
有
企
業
の
留
保
利
潤
な
ど
が
予
算
内
の
財
政
資
金
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
な
ど
の
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
予
算
外
資
金
自

体
の
規
模
は
大
幅
に
縮
小
し
説
。

一
九
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
の
、
一
人
当
た
り
予
算

内
慰
政
支
出
と
そ
れ
に
予
算
外
資
金
を
加
え
た
も
の
の
省
簡
(
チ

ベ
ッ
ト
を
験
く
〉
の
変
動
係
数
の
時
系
列
的
な
変
化
を
訴
し
た
腿
ー

を
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
一
九
九

O
年
ま
で
は
明

ら
か
に
地
域
の
財
政
能
力
に
つ
い
て
格
差
拡
大
的
な
効
果
を
持
っ
て

い
た
予
算
外
資
金
が
、
一
九
九
三
年
以
降
は
む
し
ろ
わ
ず
か
な
が
ら

格
差
縮
小
的
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
菌
有
企
業
専
項

基
金
」
の
予
算
内
へ
の
組
み
入
れ
な
ど
九

0
年
代
に
行
わ
れ
た
予
算

外
資
金
の
改
革
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
搭
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
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意
味
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
国
有
企
業
専
項
基
金
〕
の
よ
う

な
、
本
来
は
企
業
の
留
保
利
潤
で
あ
る
は
ず
の
資
金
が
よ
り
法
く
地

域
の
発
展
資
金
な
ど
に
流
用
さ
れ
る
と
い
う
構
図
に
こ
そ
、
{
直
子
か

な
と
こ
ろ
に
資
金
が
需
在
す
る
」
と
い
う
、
予
算
外
資
金
の
問
問
題
点

が
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

62 

企
業
別
潤
と
予
算
外
資
金

密1

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
予
算
外
資
金
(
制
度
外
資
金
を
含
む
)

に
は
自
民
か
ら
の
直
接
の
費
用
徴
収
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
な
ど
か

ら
の
利
潤
上
納
や
管
理
費
徴
収
の
形
を
と
っ
た
超
過
利
轄
の
分
け
揺

の
分
配
、
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
一
貫
し
て

大
き
な
比
重
を
占
め
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

都
鎮
企
業
の
ケ

i
ス
と
地
方
管
轄
の
国
有
企
業
の
ケ

1
ス
と
に
分
け

て
、
地
方
政
府
に
よ
る
予
算
外
資
金
徴
収
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
特

徴
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

(…) 

郷
鎮
企
業
と
レ
ン
ト
の
獲
得

地
方
政
府
の
財
政
と
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
深
く
結
び
つ
い

た
ケ
ー
ス
と
し
て
ま
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
一
九

八

0
年
代
を
中
心
に
農
村
の
経
済
発
展
を
支
え
た
郷
鎮
企
業
の
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
ま
ず
、
郷
鎮
レ
ベ
ル
の
政
府
間
に
窪
保
さ
れ
る
「
制
制
度
外

資
金
」
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
前
節
で
検
討
し
た
「
予
算
外
資



金
」
は
県
レ
ベ
ル
以
上
の
政
府
に
留
保
さ
れ
る
費
金
で
あ
り
、
郷
鎮

レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
地
方
政
府
の
自
主
貯
療
は
「
制

度
外
資
金
」
と
し
て
位
量
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
内
訳
に
つ
い

て
、
孫
[
一
九
九
五
]
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
c

出
郷
鎮
企
業
の
上
抽
腕
利
潤
と
管
理
費
。

出
郷
鎮
致
府
が
徴
寂
す
る
各
撞
費
用
、
具
体
的
に
は
教
育
費
、

計
画
生
育
費
、
貧
密
救
済
費
、
民
兵
訓
線
費
、
農
村
幹
部
報
酬

補
助
費
、
社
会
公
益
事
業
建
設
費
な
ど
。

ゆ
郷
村
の
範
囲
内
で
出
資
を
募
っ
た
資
金
、
華
僑
の
贈
与
な
ど

の
資
金
。

川
州
各
種
罰
金
収
入
。

一
九
九
二
年
の
全
国
に
お
け
る
都
鎮
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
財
政
収

入
の
数
字
を
あ
げ
て
お
く
と
、
「
予
算
内
資
金
」
が
四
七
二
億
一
河
、

「
予
算
外
資
金
」
が
四
六
・
七
億
一
苅
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
制
度

外
費
金
」
(
錦
鎮
自
己
調
達
資
金
)
詰
一
四
二
詰
元
と
さ
れ
記
[
孫

一
九
九
五
一
一
五
〕
。
た
だ
し
、
問
時
期
の
あ
る
北
京
の
郊
外
の
農

村
で
は
全
財
政
収
入
の
七
七
・
四
%
が
、
ま
た
需
年
の
翫
江
省
の
農

村
で
は
七
二
・
五
%
が
「
制
度
外
収
入
」
で
あ
っ
た
。
一
一
醍
的
な
傾

向
と
し
て
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
農
村
工
業
が
発
達
し
た
沿
海

部
で
は
、
制
度
外
収
入
、
な
か
で
も
「
郷
鎮
企
業
の
上
納
剥
潤
と
管

理
費
」
が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
。

以
下
、
オ
イ
門

Q
M選
出
の
分
析
に
依
拠
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
上
納
利
麗
を
含
む
部
鎮
企
業
む
超
過
利
潤
が
、
ど
の
よ
う
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
生
み
出
さ
れ
え
か
を
み
て
お
こ
う
。

オ
イ
に
よ
れ
ば
、
一
九
八

0
年
代
の
郷
鎮
レ
ベ
ル
で
は
、
政
躍
と

鵠
行
が
一
体
と
な
っ
て
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
企
業
に
対
し
資
諜
配

分
上
の
寝
遇
を
行
っ
て
い
説
。
ま
た
、
地
方
政
府
が
資
源
配
分
系
統

上
の
特
権
を
利
用
し
、
希
少
資
穂
〈
鉄
、
セ
メ
ン
ト
、
燃
料
、
原
材
料
な

ど
)
を
特
定
企
業
に
優
先
的
に
配
分
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
て

い
た
。
ま
た
地
方
政
府
は
、
重
点
企
業
に
対
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
む
供

与
、
生
産
の
保
一
一
説
、
税
減
免
な
ど
の
行
致
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
た

ほ
か
、
さ
ら
に
説
務
局
や
財
致
部
な
ど
一
部
の
部
局
は
自
前
の
基
金

を
持
ち
、
企
業
に
対
し
直
接
融
資
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ち
は
い
ず
れ
も
、
要
素
市
場
に
対
す
る
政
府
介
入
に
よ
り
生

じ
た
レ
ン
ト
を
地
元
企
業
に
移
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
と
し
て
解

釈
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
の
は
金
融
市
場
へ
の
介
入
を
通

じ
た
地
元
企
業
へ
の
融
資
に
問
機
す
る
便
宜
供
与
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
人
為
的
な
越
金
利
政
販
に
よ
り
官
用
割
り
当
て
が
生
じ
る
よ
う

な
状
況
で
の
「
レ
ン
ト
獲
得
機
会
」
の
艶
出
が
、
金
融
市
場
が
未
発

達
な
途
上
国
の
経
誇
発
展
で
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
議
論
を
展
開
し

て
い
る
の
が
、
ヘ
ル
マ
ン

n
マ
ー
ド
ッ
ク
H

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の

「
金
融
持
制
」
論
で
あ
る
。

ま
ず
、
図
2
の
よ
う
に
政
府
が
金
利
の
規
制
な
ど
を
通
じ
て
義
行

部
門
に
レ
ン
ト
獲
得
の
機
会
が
生
じ
て
い
る
状
態
を
考
え
る
。
期
間
え

ば
、
頭
金
金
利
が
競
争
均
衡
水
準
よ
り
も
煩
い
水
準
に
闘
&
対
さ
れ
る

と
き
(
函
の
占
)
、
資
金
供
給
量
は
低
下
し
(
也
J
∞
)
、
貸
出
金
利
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図2

は
上
昇
す
る
(
北
)
。
こ
の
と
き
、
銀
行
部
門
に
は
利
鞘
に
貸
出
量

を
乗
じ
た
分
だ
け
レ
ン
ト
が
発
生
す
る
が
、
経
辞
全
体
で
は
摩
生
の

損
失
が
発
生
す
る
。

し
か
し
、
銀
行
部
門
が
護
持
し
た
レ
ン
ト
を
支
白
銅
の
拡
大
な
ど

に
投
資
し
、
資
金
謂
達
の
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
な
ら
、
資
金
供
給

曲
隷
は
下
方
シ
フ
ト
し

(
S
↓
ぎ
て
企
業
に
対
し
て
よ
り
抵
い
金

利
(
出
)
で
貸
し
出
し
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
金
融
部
門
の

初
期
投
資
が
少
な
く
、
資
金
が
不
足
し
実
賞
金
利
が
高
騰
し
が
ち
な

途
上
聞
に
お
い
て
培
、
こ
の
よ
う
な
適
度
の
金
和
規
制
に
よ
っ
て
金

融
'
企
業
部
門
に
「
レ
ン
ト
獲
持
機
会
」
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
成

長
に
対
し
プ
ラ
ス
に
働
く
、
と
い
う
の
が
「
金
融
抑
制
」
論
の
骨
子

で
あ
る
。

改
革
開
放
期
の
中
国
の
場
合
、
急
激
な
工
業
記
で
資
本
不
足
が
生

じ
る
中
で
金
利
が
政
府
に
よ
り
低
く
規
制
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で

は
ヘ
ル
マ
ン
ら
の
「
金
融
抑
制
」
論
と
そ
の
前
提
を
共
有
す
る
。
た

だ
し
、
同
時
に
貸
出
金
利
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
金
融
機
関
に

と
っ
て
利
轄
を
利
用
し
て
レ
ン
ト
を
獲
揮
す
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た

と
い
う
点
辻
、
理
論
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
中
国
の
、
特
に
郷
鎮
企
業
の
ケ

l
ス
の
特
徴
は
、
む
し
ろ
企
業

と
地
方
政
府
が
レ
ン
ト
を
分
け
合
う
点
に
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
饗
鎮
企
業
は
、
地
元
政
府
の
地
元
金

融
機
関
へ
の
働
き
を
通
じ
て
低
い
金
利
で
懐
先
的
に
融
資
が
受
け
ら

れ
た
た
め
に
超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
一
部
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を
「
菅
理
費
」
な
ど
と
し
て
地
方
政
府
に
支
払
む
ね
ば
な
ら
ず
、
そ

れ
が
「
制
度
外
資
金
」
と
し
て
政
府
に
器
保
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
一
点
目
は
、
こ
の

金
融
市
場
の
介
入
を
通
じ
た
レ
ン
ト
獲
得
は
、
一
融
資
を
受
け
た
郷
鎮

企
業
が
偽
地
域
の
企
業
と
の
競
争
の
結
果
、
成
功
を
お
さ
め
て
初
め

て
毘
寂
可
能
だ
と
い
う
点
で
、
す
ぐ
れ
て
競
争
的
な
も
の
だ
と
い
う

点
で
あ
る
。
二
点
自
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
政
府
に
よ
る
信
用
割
り

当
て
が
有
効
な
も
の
と
な
る
背
景
に
は
、
金
融
市
場
が
地
域
間
で
分

断
し
て
お
り
、
地
域
を
越
え
た
資
金
移
動
が
頴
援
さ
れ
た
中
で
、
多

く
め
農
村
部
の
企
業
が
地
元
の
信
用
社
や
農
業
義
行
か
ら
の
借
入
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
政
府
の
介
入
を
通
じ
て
企
業
に
割
り
当
て

ら
れ
た
資
金
が
有
効
に
用
い
ら
れ
、
鵡
過
利
灘
合
金
み
、
さ
ら
に
そ

れ
が
地
域
の
経
済
発
畏
母
た
め
に
再
投
資
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
金
融

持
部
」
論
が
ま
さ
に
想
定
し
た
よ
う
な
、
地
域
市
川
市
り
資
金
供
給
曲
情
聴

の
下
方
シ
フ
ト
が
実
現
す
る
は
ず
で
あ
る
a

地
議
題
の
金
融
市
場
J

が

ほ
と
ん
ど
発
躍
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
や
震
で
は
、
国
有
企
業
と

遣
い
、
中
央
線
行
か
ら
の
信
用
供
与
の
点
で
器
難
を
抱
え
る
郷
錦
企

業
へ
の
融
資
は
、
地
域
内
出
金
融
機
関
に
護
金
が
ど
れ
だ
け
ブ
!
ル

さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
大
き
く
故
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
状
潟
は
農
村
関
知
的
格
楚
の
拡
大
を
も
た

ら
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

脇
陣
く
限
り
、
郷
鎮
レ
ベ
ル
の
制
度
外
資
金
獲
得
を
め
ぐ
る
地
域
館
の

競
争
は
、
経
溝
摩
生
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
詑
較
的
効
率
的
な
も
の

だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(ニ)

国
有
企
業
と
予
算
外
資
金

国
有
企
業
を
地
方
時
期
政
の
重
要
な
向
収
入
額
と
し
て
提
え
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
計
画
経
辞
璃

よ
り
、
多
く
の
富
有
企
業
は
地
方
レ
ベ
ル
の
主
管
部
門
に
よ
っ
て
経

営
上
の
強
い
管
理
を
受
け
る
、
「
部
門
所
有
罷
」
と
も
言
う
べ
き
状

、
誌
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
石
川
一
九
九
七
、

和
田
一
九
九
七
可
一
九
八

0
年
代
よ
り
爵
有
企
業
改
革
が
欝
蛤
さ

れ
る
と
、
国
有
企
業
の
利
潤
は
そ
の
多
く
の
部
分
が
基
金
や
減
額
欝

拐
な
ど
の
形
で
内
部
盟
加
味
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

「
部
門
所
有
体
制
竺
の
下
で
は
、
固
有
企
業
の
寵
保
利
潤
に
つ
い
て

も
、
後
述
す
る
よ
う
む
必
ず
し
も
企
業
が
そ
の
4

用
途
を
自
由
に
決
定

で
き
る
と
い
う
わ
凶
り
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
よ
り
導

入
語
れ
た
経
営
議
魚
部
の
下
で
、
国
有
企
業
試
設
府
に
対
し
二
返
り

基
準
に
基
づ
く
創
刊
溝
上
納
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
と

間
同
時
に
、
数
十
種
類
の
壌
自
に
わ
た
る
費
用
撤
収
や
、
地
方
政
府
に

よ
る
恋
意
的
な
「
掛
割
り
当
て
」
な
ど
も
卒
読
し
て
お
り
、
ま
た
そ
む

額
も
か
な
り
の
額
に
上
つ
た
こ
と
が
指
播
さ
れ
て
い
針
。

こ
の
よ
う
に
、
欝
有
企
業
の
場
合
、
企
業
と
地
方
政
府
と
の
欝
捺
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(億元) • (%) 

520.57: 31.2 
147.01: 8.8 

157.03. 9.4 

76.45: 4.6 

告01.06: 

94.68. 5.7 

59.09: 3.5 

134.37 : 8 

166.16: 10 

314.01 : 18.8 

1669.37 ; 
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予算外資金{地方)の収入・支出 (J990年}

収入 (億元) • (%川

君有企業・主管部門~文入 1058.75: 64.引毘定資援投資

うち町更新改造資金 355.78. 21.8 I大修理支出
大修理基金 173.13 ~ 10.6 1福利支出

その他の企業留保利潤 399.83. 24.4 Iボーナス支出

I JJ¥ 計

516.02 ~ 31.6 I国家エネルギー交通基金
151.65. 9.31国家予算調節基金

60.5号 3.71道路修理費支出

8・08~ 0.5 I事業支出
27.13. 1.7 Iその他

1635.36 : 

出支

表 1

行政事業単位収入

うち.道路修理費

地方酵政部門収入

うち:農牧業税付加

都市公共事業付加

計

だ
け
で
誌
な
く
、
特
に
上
納
創
刊
潤
を
め
ぐ
っ
て
の
中
央
と
地
方
と
の

問
、
さ
ら
に
は
地
方
政
府
内
で
の
セ
ク
タ

i
聞
で
の
レ
ン
ト
分
配
の

問
題
が
生
じ
て
く
る
た
め
、
状
況
は
郷
鎮
企
業
の
ケ

i
ス
に
比
べ
は

る
か
に
護
雑
で
あ
る
。
ま
ず
は
前
節
で
扱
っ
た
予
算
外
資
金
と
爵
有

企
業
利
潜
と
の
関
連
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
九

0
年
代
に
一
連
の
財
政
改
革
が

実
施
さ
れ
る
ま
で
、
予
算
外
資
金
に
は
「
欝
有
企
業
専
現
基
金
」
と

い
う
項
邑
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
国
有
企
業
の
留
保
利
癌
を

一
種
の
叫
財
政
資
金
と
し
て
計
上
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
に

は
、
「
福
利
基
金
〕
「
紫
励
基
金
」
「
生
産
発
展
基
金
」
と
い
っ
た
、

従
業
員
号
ボ
ー
ナ
ス
支
払
い
や
福
利
厚
生
、
さ
ら
に
は
設
備
投
資
に

用
い
ら
れ
る
た
め
の
狭
義
の
内
部
留
保
の
ほ
か
に
、
「
更
新
改
造
資

金
」
「
大
静
理
基
金
」
な
ど
、
誠
価
償
却
費
に
あ
た
る
資
金
も
含
ま
れ

て
い
た
。
一
九
九

O
年
の
数
字
を
見
る
と
、
こ
の
「
富
有
企
業
専
項

基
金
」
が
予
算
外
資
金
全
体
の
約
六
五
%
を
占
め
て
い
る
{
表
i
〉。

部
・
挑
・
徐
・
欝
[
一
九
九
O
]
に
よ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
富
有

企
業
の
「
名
目
上
寺
留
保
利
謹
」

(
H
国
有
企
業
専
項
資
金
)
は
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
項
目
の
設
相
が
差
し
引
か
れ
た
た

め
、
「
実
擦
の
留
保
利
潤
」
(
企
業
が
自
由
に
使
え
る
資
金
)
と
の
聞

に
は
少
な
か
ら
ぬ
黍
離
が
存
在
し
て
い
た
。

川
患
家
干
ネ
ル
ギ

1
交
通
建
設
基
金
な
ら
び
に
爵
家
予
算
講
師

基
金
。

凶
器
慣
の
強
鎖
割
り
当
て
。
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矧
地
方
政
府
各
部
門
か
ら
の
管
理
費
の
徴
収
。

表
ー
か
ら
も
、
「
固
定
資
産
投
資
支
出
」
「
大
修
理
支
出
」
な
ど
の

企
業
活
動
に
用
い
ら
れ
る
支
出
(
太
字
の
部
分
)
と
、
左
側
の
収
入

の
項
目
に
あ
る
「
固
有
企
業
専
項
資
金
」
の
総
額
と
の
聞
に
は
か
な

り
の
事
離
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

ま
た
、
石
川
[
一
九
九
七
]
、
お
よ
び
郵
・
桃
・
徐
・
醇
[
一
九

九
O
]
は
、
企
業
の
設
備
投
資
資
金
や
減
価
償
却
費
で
あ
る
は
ず
の

「
生
産
発
展
基
金
」
や
「
更
新
改
造
資
金
」
「
大
修
理
基
金
」
の
う

ち
、
実
際
の
生
産
的
活
動
に
用
い
ら
れ
る
の
は
全
体
の
五
O
%
ほ
ど

で
あ
り
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
労
働
者
の
住
宅
手
当
て
な
ど
、
非

生
産
的
な
目
的
に
流
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
和
田
[
一
九
九
七
]
も
、

O
E
C
F
と
中
国
社
会
科
学
院
が

合
同
で
行
っ
た
一
九
九

0
年
代
の
固
有
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

関
す
る
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
中
国
の
固
有
企
業
の
財
務
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
大
き
く
悪
化
し
た
こ
と
、
企
業
の
財
務
構
造
の
う

ち
、
「
管
理
費
」
の
割
合
が
大
き
く
上
昇
し
て
お
り
、
そ
れ
が
財
務

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
化
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
、
「
管
理
費
」
の
か
な
り
の
部
分
が
地
域
の
開
発
負
担
金
な
ど
、

企
業
の
生
産
活
動
と
は
直
接
関
係
の
な
い
項
目
に
使
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
固
有
企
業
の
上
納
利
潤
あ
る
い
は
留

保
利
潤
は
、
地
方
財
政
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
、
社
会
福
利
や
社
会
保
障
な
ど
本
来
は
行
政
が

負
担
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
、
地
方
政
府
の
財
政
資
金
を

一
部
肩
代
わ
り
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
地
方
財
政
と
の
関
係
性
の
深
さ
、
な
ら
び
に

低
金
利
政
策
の
下
で
発
生
し
た
利
潤
を
企
業
と
政
府
間
で
分
け
合
う

と
い
う
構
図
に
関
し
て
は
、
固
有
企
業
の
ケ

l
ス
も
、
前
述
の
郷
鎮

企
業
と
郷
鎮
政
府
と
の
関
係
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
よ
い

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
二
つ
の
ケ
l
ス
の
聞
に

は
重
要
な
違
い
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
固
有
企
業
の
留
保
利
潤
額

の
拡
大
は
、
必
ず
し
も
企
業
自
身
の
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
固
有
企
業
の
場
合
、
中
央
政
府
と
の
パ

l
ゲ
ニ
ン
グ
に

よ
っ
て
上
納
利
潤
額
を
減
ら
し
、
留
保
利
潤
を
増
や
す
余
地
が
残
さ

れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
中
央
政
府
へ
の
税
支
払
い
を
な
ん
と
か
少

な
く
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
郷
鎮
企
業
の
ケ
1
ス
で
も
み
ら
れ
た
も

の
の
、
固
有
企
業
の
場
合
、
利
潤
分
配
を
め
ぐ
る
制
度
変
化
や
、
中

央
政
府
と
の
パ

l
ゲ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
そ
の
留
保
利
潤
が
直
接
影
響

を
受
け
る
度
合
い
が
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
一
九
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、
固
有
企
業
の
利

潤
分
配
を
規
範
化
す
る
た
め
に
、
大
中
型
固
有
企
業
の
利
潤
の
五

五
%
を
所
得
税
と
し
て
徴
収
し
、
残
り
を
企
業
に
留
保
す
る
「
利
改

税
」
が
導
入
さ
れ
た
が
、
市
場
経
済
改
革
が
不
十
分
な
も
と
で
、
各

企
業
が
お
か
れ
た
状
況
の
違
い
を
考
慮
し
な
い
ま
ま
一
律
の
税
率
を

設
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
っ
た
[
川
井
一
九
九
六
]
。
こ
の
よ
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う
な
利
潤
率
の
違
い
を
調
整
す
る
た
め
各
企
業
に
「
譲
蔀
税
」
が
課

さ
れ
た
が
、
税
率
が
交
渉
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
結
果
、
多
く
の
場
合

収
益
率
の
高
い
企
業
ほ
ど
税
率
が
高
く
な
る
な
ど
、
制
潜
動
機
を
強

化
す
る
よ
う
な
効
果
を
持
ち
得
な
か
っ
た
[
大
塚
・
艶
・
村
上
一

九
九
五
可
こ
の
た
め
、
一
九
八
七
年
に
は
経
営
請
負
制
が
導
入
さ

れ
る
。
当
初
、
中
央
政
府
と
企
業
と
の
聞
の
利
潤
分
配
の
ル

l
ル

は
、
基
準
年
の
利
潤
上
納
額
を
墓
数
と
し
て
、
毎
年
そ
れ
に
一
定
割

合
を
上
乗
せ
し
た
額
を
上
納
し
、
あ
と
は
企
業
に
留
課
で
き
る
と
い

う
「
利
潤
逓
増
請
負
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
政
府
と
企
業
の
分
配
関
捺
を
回
定
化
す
る
制
度
は
、
一
九
八
九
年

の
経
済
引
き
締
め
に
よ
る
企
業
め
経
営
不
振
よ
り
実
説
不
可
能
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
利
潤
上
納
が
企
業
と
政
府
と
の

パ
l
ゲ
ニ
ン
グ
に
よ
り
調
整
さ
れ
る
余
地
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
そ

の
総
額
は
大
き
く
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
〔
丸
山
一
九

九
百
。
ま
た
、
関
有
企
業
の
場
合
、
鶏
鎮
企
一
梁
な
ど
に
比
べ
て
鍛
行
か
ら

の
借
入
が
ソ
フ
ト
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
な
潜
入
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
を
考
慮
し
な
い
拡
張
的
な
設
備
投

資
を
行
う
一
方
で
、
企
業
内
に
富
保
さ
れ
る
利
潤
の
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
国
有
企
業
へ
の
融
資

は
地
冗
の
器
有
銀
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
貸
出
の
増
加
分

は
、
最
終
的
に
は
中
央
銀
行
の
活
用
割
hv当
て
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
さ
れ
た
e

こ
れ
は
郷
鎮
企
業
の
ケ
!
ス
と
の
決
定
的
な
違
い
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
ケ

l
ス
は
、
国
有
企
業
を
管
轄
す
る
地
方
政
府
が
、
致

治
的
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
企
業
と
政
府
に
害
保
さ
れ
る
レ
ン
ト
を

拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
非
効
率
な
レ
ン
ト
シ
l
キ
ン
グ
行
為

そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
実
際
に
、
一
九
八
九
年
の
経
済

低
迷
期
以
降
、
固
有
企
業
の
赤
字
が
大
き
く
拡
大
し
、
国
家
財
政
に

も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
点
で
、
同
じ
よ
う
に
抵
金

利
政
策
の
下
で
融
資
上
母
擾
遇
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
郷
鎮

企
業
の
ケ
l
ス
の
よ
う
に
、
与
え
ら
れ
た
「
レ
ン
ト
獲
得
機
会
」
を

競
争
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
ケ

1
ス
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

と
い
わ
、
ざ
る
を
樽
な
い
。
地
方
政
府
は
管
轄
す
る
国
有
企
業
の
生
産

牲
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
上
記
の
よ
う
な
政
治
的
な
働
き
か
け
に

よ
っ
て
企
業
の
留
保
利
轄
を
増
や
そ
う
と
す
る
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
イ

ヴ
が
髄
く
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
一
九
八

G
年
代
の
中
国
経
済
誌
、
郷
鎮
企
業
な
ど
の
高

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み
出
し
た
一
方
で
、
低
現
金
金
利
ム
高
イ
ン

フ
レ
を
通
じ
て
都
市
に
お
け
る
家
計
部
門
に
は
大
き
な
負
担
を
あ
た

え
、
第
二
次
天
安
門
事
件
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ
う
な
社
会
的
不
安

を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
冨

g
Z
1
N
E
N
S
2
0
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土
地
市
場
と
土
地
使
用
権
譲
渡
収
入

一
九
八

0
年
代
に
は
、
中
央
政
府
が
低
金
利
政
策
を
実
施
す
る
も



不動産関連税収

税の種類 課税の根拠 税率 地方留保率

不動産税 不動産原価 1.20% 100% 

不動産占用者に 都市不動産税 不動産原価 1.20% 100% 

対する課税 耕地占用税 耕地面積 ト10元/平方米 100% 

都市土地使用税土地面積 1.5-30元/平方米 100% 

契約税 契約額 2または4% 100% 

営業税 売上収入 5% 100% 

不動産売買・譲渡利益に
印紙税 契約額 0.03-0.05% 50% 

対する課税
都市維持建設税納税額 5-7% 100% 

企業所得税 企業収入 33% 40% 

個人所得税 個人収入 20% 40% 

土地増値税 付加価値 30-60% 100% 

不動産税 レンタル収入 12% 100% 

不動産レンタル収入に
都市不動産税 レンタル収入 18% 100% 

対する課税
営業税 レンタル収入 5% 100% 

企業所得税 企業収入 33% 40% 

個人所得税 個人収入 20% 40% 

表2

出所・「物業税起歩Jr財経』第99期、劉佐 [2006J。

と
で
、
地
方
政
府
が
主
に
金
融
市
場
へ
の
介
入
を
通
じ
て
レ
ン
ト
を

発
生
さ
せ
、
そ
れ
を
企
業
と
の
聞
で
分
配
す
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
一
九
九

0
年
代
に

朱
舘
基
前
首
相
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
一
連
の
金
融
政
策

が
実
施
さ
れ
、
金
融
市
場
へ
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
が
図
ら
れ

る
と
共
に
、
銀
行
貸
出
に
対
す
る
地
方
政
府
の
介
入
が
厳
し
く
制
限

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
も
は
や
通
用
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の

代
わ
り
に
、
地
方
政
府
が
土
地
市
場
へ
の
介
入
を
通
じ
て
、
不
動

産
・
開
発
業
者
な
ど
と
レ
ン
ト
を
分
配
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
主

流
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ち
れ
る
。

そ
の
点
を
検
証
す
る
前
に
、
ま
ず
、
土
地
関
係
の
地
方
政
府
の
予

算
内
の
税
収
入
に
つ
い
て
、
課
税
対
象
と
そ
の
根
拠
、
税
率
、
お
よ

び
地
方
へ
の
留
保
比
率
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
(
表
2
)
。

こ
れ
ら
の
土
地
取
引
・
保
有
に
か
か
わ
る
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
営

業
税
・
所
得
税
な
ど
他
の
産
業
か
ら
の
税
収
を
含
む
も
の
を
除
き
、

近
年
確
か
に
そ
の
規
模
は
拡
大
し
て
は
い
る
も
の
の
、
地
方
財
政
収

入
全
体
に
占
め
る
比
率
に
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
。

し
か
し
地
方
政
府
は
、
表
2
で
示
し
た
よ
う
な
土
地
取
引
・
保
有

に
か
か
わ
る
税
収
の
ほ
か
に
、
以
下
の
よ
う
な
さ
ま
、
ざ
ま
な
費
用
を

開
発
業
者
な
ど
か
ら
徴
収
し
て
い
る
[
「
土
地
解
密
」
『
財
経
』
第
一

五
三
期
]
。

山
耕
地
開
墾
費
、
土
地
使
用
権
譲
渡
金
、
新
増
建
設
用
地
の
土

地
有
償
使
用
費
、
管
理
費
、
登
記
費
、
住
宅
立
ち
退
き
費
な
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直

(俊足)

5，000 

4，500 

4.000 

3，500 

3.000 

2，500 

2.000 

1，500 

1.000 

500 。
2005 2004 2003 2002 2001 2000 1999 1998 

国有地使用権譲護収入

設:金額は、土地の使用者から政府に対して支払われる土地使用
権譲渡金、土地開発音堂、整地授などの金額を合計したものであ
る。
出所:中嬢人民共和鶴間土資源、部『中国国土資源年鑑』各年版。

関3

ど
、
土
地
部
聞
け
が
管
理
す
る
収
入
。

出
土
地
使
用
費
、
土
地
レ
ン
タ
ル
費
な
ど
、
地
方
政
府
の
財
政

蔀
問
い
が
管
理
す
る
寝
入
。

出
農
業
、
不
動
産
、
本
穂
、
交
通
、
郵
便
・
電
信
、
文
物
、
防

空
、
林
業
な
ど
の
各
行
設
部
門
に
よ
る
雑
多
な
費
罵
収
入
。

中
で
も
、
国
土
資
譲
事
な
ど
の
部
門
が
菅
理
す
る
土
地
費
用
権
譲

渡
金
な
ど
の
費
用
用
坂
入
(
川
町
子
で
は
「
土
地
痩
用
権
譲
渡
収
入
」
と

表
記
)
は
、
そ
の
規
模
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
地

方
政
府
が
農
地
な
ど
に
対
す
る
事
実
上
の
「
所
有
権
」
を
利
用
し

て
、
市
場
に
お
い
て
自
ら
そ
の
「
捷
用
権
」
を
売
却
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
持
ら
れ
る
収
入
で
あ
り
、
政
問
問
め
市
場
介
入
に
よ
る
レ
ン
ト

の
一
種
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

思
3
を
見
れ
ば
、
こ
の
土
地
費
用
川
護
譲
渡
坂
入
が
二

0
0二
年
、

す
な
わ
ち
土
地
開
発
が
再
燃
す
る
時
期
か
ら
急
連
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
伸
び
は
東
部
と
や
西
部
の
関
で
大
き

な
磁
た
り
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
収
入
が
土
地
開
発
に
関
す
る
地
域

的
な
搭
差
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

こ
れ
ら
の
譲
諜
殺
人
舎
一
部
は
、
予
算
内
封
政
成
入
の
中
の
「
基

金
収
入
」
と
し
て
計
上
し
中
央
の
批
識
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
現
状
で
は
そ
の
大
部
分
は
統
制
訂
に
現
れ
な
い
「
制
度
外
資

金
〕
〈
「
第
ニ
財
故
」
「
小
金
滞
乙
と
し
て
地
方
政
府
に
寵
保
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

き
て
、
こ
の
土
地
使
同
月
権
譲
護
収
入
は
、
中
国
の
土
地
市
場
に
お
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い
て
ど
の
よ
う
に
位
聾
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

通
常
、
経
詩
学
で
不
動
産
錨
格
や
地
錨
を
考
え
る
際
に
は
、
ま
ず

賃
貸
車
場
に
よ
り
地
代
が
決
定
さ
れ
た
あ
と
、
そ
の
地
代
を
所
与
と

し
、
資
産
市
場
に
お
い
て
他
の
投
資
資
産
と
の
裁
定
に
よ
っ
て
地
価

が
決
ま
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
中
国
の
不

動
産
市
場
を
寂
り
巻
く
状
況
は
、
そ
う
い
っ
た
標
準
的
な
経
済
理
論

で
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
地
方
政
府
が
、
農
地
や
都
市
の
旧
市
街
な
ど
む
土
地
を
収

用
し
、
そ
の
礎
用
権
に
つ
い
て
開
発
業
者
な
ど
に
対
し
て
有
償
で
払

い
下
げ
を
行
う
市
場
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
不
動
産
の
一
次
市
場

(
中
態
語
で
は
コ
級
市
場
」
)
で
あ
る
。
次
に
、
間
開
発
業
者
な
ど
が
地

方
政
府
よ
り
最
得
し
た
土
地
を
開
発
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
不
動
産

を
建
設
し
て
、
土
地
の
捷
用
機
と
不
動
産
の
所
有
権
を
セ
ッ
ト
に
し

て
個
人
や
企
業
に
売
り
出
す
の
が
ニ
次
市
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
よ
う
に
ご
次
市
場
で
売
買
さ
れ
た
物
件
に
つ
い
て
の
中
古
市
場
や

賃
貸
契
約
は
、
三
次
中
市
場
に
お
け
る
寂
主
と
し
て
理
解
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
一
一
次
・
一
一
一
次
市
場
に
お
い
て
は
、
標
準
的
な
理
論
が

想
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
資
産
と
の
裁
定
が
働
く
も
の
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
一
次
市
場
に
お
け
る
土
地
ス
ト
ッ
ク
の

総
量
お
よ
び
そ
の
期
持
収
益
率
は
、
一
次
市
場
に
お
け
る
土
地
の
供

給
鷺
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
中
国
む
土
地
市
場
に
お
け
る
地
騒
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
地

方
政
府
が
独
占
的
な
供
給
を
行
う
一
次
市
場
に
お
い
て
供
給
量
お
よ

び
地
部

(
H
不
動
産
業
者
の
土
地
の
取
持
価
格
)
が
決
定
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
所
与
と
し
て
二
次
・
三
次
市
場
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
料
お
よ

び
資
産
儒
格
と
し
て
の
地
価
が
決
定
さ
れ
る
、
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

土
地
の
一
次
市
場
に
お
け
る
、
土
地
提
用
権
の
払
い
下
げ
に
は
大

き
く
分
け
て
無
欝
譲
謀
、
協
議
方
式
、
競
売
・
入
札
の
三
つ
の
方
法

が
存
寵
す
る
が
、
こ
こ
で
は
協
議
方
式
、
競
売
・
入
札
を
ひ
と
ま
と

め
に
し
た
有
種
譲
渡
方
式
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

有
欝
譲
漉
の
う
ち
協
議
方
式
は
、
主
に
工
場
や
公
共
施
設
な
ど
的

建
設
用
地
を
特
定
の
開
発
業
者
や
企
業
に
安
価
で
払
い
下
げ
る
も
の

で
あ
る
。
地
元
に
よ
り
多
く
の
工
場
を
誘
致
で
き
れ
ば
長
期
間
に
わ

た
る
説
認
の
増
加
が
見
込
め
る
た
め
、
地
方
政
宿
泊
は
競
っ
て
経
苦
回
開

発
尽
を
設
け
、
そ
の
企
業
へ
の
払
い
下
げ
価
格
を
切
り
下
げ
て
お

り
、
時
に
は
土
地
の
取
得
コ
ス
ト
ぎ
り
ぎ
り
の
水
準
に
な
る
場
合
も

多
い
な
土
地
解
密
)
沼
紛
縫
い
第
一
五
一
一
一
期
〕
。
ま
た
、
競
売
・
入

札
方
式
は
、
一
九
九

0
年
代
京
に
農
地
開
発
が
本
格
化
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
急
激
に
上
昇
し
て
き
て
お
り
、
特
に
関
業
端
、
住
宅
地

な
ど
で
は
こ
の
方
式
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

国
土
資
瀬
部
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二

O
O八
年
第
一
四
半
期
に
お

け
る
寵
業
地
の
全
国
平
均
価
格
は
一
平
米
あ
た
り
ニ
七
七
五
一
克
、
住

宅
地
が
一
九
仏
…
一
一
元
な
の
に
対
し
、
工
業
用
地
の
平
均
髄
格
は
約
五

六
八
一
五
で
あ
る
。
こ
む
こ
と
か
ら
も
、
協
議
方
式
を
中
、
む
と
す
る
工

業
用
地
の
払
い
下
げ
が
、
商
業
地
、
住
宅
地
に
詑
ベ
て
大
幅
に
抵
髄
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格
で
の
払
い
下
げ
と
な
っ
て
い
る
事
実
が
み
て
と
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
土
地
の
使
用
自
的
に
よ
っ
て
明
確
に
異
な
っ
た
譲
護

方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
価
格
に
大
き
な
謹
が
あ
る
と
い
う

現
象
は
、
次
の
よ
う
な
、
用
途
に
よ
る
土
地
需
要
の
極
格
弾
力
性
の

遣
い
に
よ
っ
て
理
解
で
き
よ
う
。

鍛
え
ば
、
製
造
業
企
業
が
工
場
の
嘘
設
用
地
を
探
し
て
い
る
と
き

に
、
あ
る
特
定
の
地
域
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
必
、
ず
し
も
な
く
、
む
し

ろ
地
価
や
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
少
し
で
も
安
い
と
こ
ろ
に
立
地

す
る
誘
引
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
製
造
業
の
場
合
に
は

生
産
の
立
地
が
必
ず
し
も
需
要
に
よ
り
制
制
約
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
来

る
も
の
で
あ
り
、
工
場
建
設
用
地
に
対
す
る
需
要
は
、
地
鑑
に
対
す

る
弾
力
投
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
住
宅
地
・
商
業
施
設
は
も
と
も
と
地
元
の
住
民
の

需
要
を
当
て
込
ん
で
建
設
が
行
わ
れ
る
た
め
、
例
え
ば
あ
る
地
域
の

人
口
が
多
い
な
ど
、
一
定
の
収
益
が
見
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
々

コ
ス
ト
が
高
く
て
も
当
該
地
の
土
地
を
取
得
す
る
誘
引
が
轍
く
。
す

な
わ
ち
工
場
建
設
用
地
に
比
べ
、
注
宅
地
な
ど
の
需
要
の
鍛
格
弾
力

性
は
か
な
り
小
さ
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
工
業
用
地
を
協
議
方
式
に
よ
り
民
間
に
安
価
に

払
い
下
、
げ
る
と
い
う
行
為
は
、
他
地
域
と
の
企
業
誘
致
競
争
を
行
う

と
時
時
に
、
よ
り
弾
力
性
の
小
さ
い
商
業
地
や
住
宅
地
の
洪
給
を
拙
押

さ
え
、
罷
格
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
収
入
を
得

ょ
う
と
い
う
、
「
価
揺
差
別
化
」
の
意
図
に
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の

と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
以
上
の
よ
う
な
錨
格
決

定
が
、
土
地
の
用
途
の
決
定
が
地
方
政
府
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
た
、
独
占
状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
点
で
あ

る
。
も
し
も
利
用
者
に
よ
る
土
地
の
自
由
な
転
用
が
認
め
ら
れ
て
い

れ
器
、
不
動
産
業
者
は
安
く
払
い
下
げ
ら
れ
た
工
業
用
地
を
住
宅
地

に
転
用
す
る
こ
と
を
潤
じ
て
、
よ
り
大
き
な
利
識
を
得
る
こ
と
が
珂

能
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
土
地
の
一
次
市
場
に
お
け
る
払
い

下
げ
を
通
じ
た
土
地
能
汚
権
譲
渡
収
入
と
は
、
地
方
政
務
が
土
地
の

独
占
的
供
給
を
通
じ
て
供
給
量
を
制
援
し
、
価
格
を
吊
り
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
独
占
レ
ン
ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
、
地
方
政
府
お
よ
び
不
動
産
・
開
発
業
者
が
レ
ン
ト
の
受
義
者
に

な
る
の
に
対
し
て
、
土
地
を
低
い
補
鍾
費
と
引
き
換
え
に
手
放
さ
ざ

る
を
得
な
い
農
民
や
、
高
騰
す
る
商
品
住
宅
の
購
入
者
え
る
欝
市
住

民
な
ど
が
主
な
レ
ン
ト
の
負
担
者
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
土
地
市
場
を
通
じ
た
レ
ン
ト
の
取
得
は
、
一
九
八

0

年
代
の
成
長
パ
タ
ー
ン
、
特
に
郷
鎮
企
業
へ
の
融
資
を
通
じ
た
レ
ン

ト
機
会
の
露
出
に
く
ら
べ
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
経
清
厚
生

の
損
失
が
よ
り
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
土
地
市
場
は
信
用
市
場
と
は
異
な
れ
ソ
、
生
産
要
素
の
賦

存
量
は
よ
た
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
中
国
の
場
合
、
政
府
に
よ
っ
て
独

占
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
土
地
市
場

へ
の
介
入
を
通
じ
た
地
域
間
む
「
開
発
競
争
」
は
、
そ
れ
が
い
か
に
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激
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
パ
イ
の
奪
い
合
い
(
日
レ
ン
ト
シ
!
キ

ン
グ
)
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
九

0

年
代
以
降
の
財
政
・
行
政
改
革
に
よ
っ
て
郷
鎮
政
府
が
実
質
上
財
政

的
な
権
限
を
失
っ
た
結
果
、
土
地
市
場
へ
の
介
入
を
行
っ
て
い
る
の

拭
主
に
蕗
・
市
レ
ベ
ル
の
政
府
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
市
場
に
お
け
る
レ
ン
ト
獲
得
の
行
為
を
一
一
層
非
競
争
的
に
す
る

も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め
拡
代
え
て

l
l
i
予
算
外
資
金
と
地
域
間
の
競
争
・
経
済
格
差
1
1
1

改
革
開
放
以
降
、
地
方
慰
政
請
負
制
度
の
導
入
に
代
表
さ
れ
る
財

政
の
「
地
方
分
権
也
」
が
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
多
く
の
地
方
政

府
に
と
っ
て
正
規
の
財
政
収
入
の
増
加
に
比
べ
て
、
必
要
と
な
る
負

担
の
増
加
の
方
が
匝
倒
的
に
重
く
、
し
た
が
っ
て
自
主
財
糠
の
撞
得

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
状
況
の
到
来
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
、
一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
分
税
制
の
導
入
を
柱
と
し

た
、
財
政
制
度
の
「
規
範
化
」
を
目
指
し
た
一
連
の
改
革
が
中
央
政

府
の
主
導
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
金
融
市

場
へ
の
介
入
の
余
地
が
な
く
な
っ
た
後
は
土
地
市
場
に
対
す
る
介
入

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
方
政
府
が
要
素
市
場
へ
の
介
入
を
通
じ
て
レ

ン
ト
を
創
出
し
、
そ
の
一
部
を
非
正
規
の
自
主
財
擦
に
す
る
、
と
い

う
現
象
は
酵
を
変
え
て
存
続
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
現
象
は
基
本
的
に
、

川
中
央
・
地
方
政
府
の
間
の
財
政
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
合
担
に

関
す
る
十
分
な
制
度
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

出
金
融
・
土
地
な
ど
の
要
素
市
場
が
地
域
間
で
分
断
さ
れ
て
お

り
、
地
方
政
府
の
介
入
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

と
い
う
二
つ
の
条
件
の
下
で
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
計
画
経
済
か

ら
の
漸
進
的
な
市
場
経
詩
化
改
革
に
よ
り
、
地
域
的
な
不
均
衡
を
抱

え
な
が
ら
急
速
な
発
展
を
と
げ
て
き
た
中
国
に
特
徴
的
な
性
質
の
も

の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
九
八

0
年
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
政
府
に
よ
る
要

素
市
場
へ
の
介
入
を
通
じ
た
レ
ン
ト
追
求
が
、
郷
鎮
企
業
の
ケ

1
ス

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
間
の
競
争
を
通
じ
て
生
産
性
の
向
上
に

寄
与
し
た
と
い
う
面
も
確
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
介
入
の
対
象
が

金
融
市
場
か
ら
土
地
市
場
に
移
り
、
ま
た
、
そ
れ
と
向
時
に
郷
鎮
レ

ベ
ル
の
政
府
が
実
茸
的
な
財
政
的
構
限
を
失
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
よ

う
な
地
方
政
府
に
よ
る
レ
ン
ト
追
求
は
、
む
し
ろ
非
効
率
的
な
「
パ

イ
の
奪
い
合
い
」
と
い
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
予
算
外
資
金
を
こ
の
よ
う
な
要
素
市
場
の
ゆ
が
み
か
ら
生
じ
る

超
過
利
轄
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
れ
が
地
域
間

あ
る
い
は
中
央
と
地
方
の
聞
で
の
激
し
い
「
奪
い
合
い
」
の
対
象
に

な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
中
央
政
府
の
再
分
配
政
策
を
骨
抜
き
に
す
る

(
豊
か
な
と
こ
ろ
に
資
金
が
偏
在
す
る
〉
結
果
を
も
た
ら
し
た
、
と

い
う
点
が
理
解
で
き
よ
う
。
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さ
ら
に
、
土
地
市
場
を
，
通
じ
た
レ
ン
ト
追
及
は
、
不
動
産
業
者
や

そ
れ
と
結
、
び
つ
い
た
政
府
幹
部
と
い
う
「
新
盤
裕
層
」
の
誕
生
、
さ

ら
に
は
多
発
す
る
農
民
暴
動
の
原
因
に
な
っ
た
強
制
的
な
土
地
収
用

な
ど
と
い
っ
た
新
し
い
「
格
差
」
の
問
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
も
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
《
社
会
に
お
け
る

格
差
が
、
政
治
的
「
権
力
」
と
「
富
」
が
結
び
つ
い
て
生
じ
て
く
る

も
の
で
あ
る
以
上
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
な
土
地
市
場
が
政
治
的
な

レ
ン
ト
獲
得
の
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
蔓
慮
す
べ
き
状
況
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
の
よ
う
に
、
土
地
市
場
へ
の
介
入
が
地
方

政
府
に
と
っ
て
主
要
な
財
源
に
な
っ
て
い
る
状
況
の
背
景
に
は
、

「
中
央
・
地
方
関
係
」
「
私
的
需
産
権
〕
「
地
域
間
格
差
」
と
い
っ

た
、
こ
れ
か
ら
の
中
国
社
会
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
が
見
え

隠
れ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
中
央
政
府
が
も
っ
ぱ
ら

行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
不
動
産
貸
出
の
規
制
に
代
表
さ
れ
る
需
要
面

の
み
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
乗
り
切
る
こ
と
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界

が
あ
る
こ
と
は
、
銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

j主〈

l
〉
後
述
す
る
よ
う
に
、
厳
密
に
は
「
予
算
外
資
金
」
の
ほ
か
に

「
郷
鎮
自
己
認
連
資
金
」
(
「
郷
鎖

'g努
資
金
〕
)
な
ど
の
「
制
度
外
資

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
広
義
の
非
税
収
入
も
含
め
て
「
予
算
外

資
金
}
と
表
現
す
る
こ
と
に
す
る
。

〈

2
〉
農
村
に
お
け
る
「
乱
収
費
」
な
ら
び
に
税
費
改
革
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
陳
・
春
[
二

C
O西
〕
、
李
[
二

0
0四
〕
な
ど
参
燕
。

〈

3
〉
一
九
九
三
年
の
「
企
業
財
務
通
則
」
「
企
業
会
計
通
則
」
に
よ

り
、
国
有
企
業
専
攻
資
金
を
予
算
外
資
金
に
含
ま
な
い
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
一
九
九
六
年
に
は
二
ニ
項
目
の
政
府
性
基
金
お
よ
び
地
方

の
税
付
加
を
予
算
内
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
改
革
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
二

0
0
0年
に
は
、
五
一
項
目
の
行
致
事
業
性
費
用
が
予
算
内
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
。

〈

4
〉
一
九
九
六
年
に
お
け
る
全
国
の
地
方
財
政
の
数
字
で
は
、
予
算

内
税
収
入
が
六
九

O
九
・
八
億
元
に
対
し
、
予
算
外
収
入
が
三
一
二

八
億
一
元
、
制
度
外
寂
入
が
四
五
五
一
一
一
・
二
億
一
万
で
あ
っ
た
〔
直
一
九

九
八
〕
。

〈

5
〉
オ
イ
は
、
こ
の
よ
う
に
地
方
政
府
と
企
業
が
一
体
に
な
っ
た
形

を
「
地
方
政
府
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

〈

6
〉
中
国
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
政
府
が
預
金
・
貸
出
の
金
利
水
準

安
定
め
る
閲
定
金
利
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
特
に
一
九
九

0
年

代
半
ば
ま
で
は
貸
出
金
利
と
頭
金
金
利
と
の
利
鞘
が
ほ
と
ん
ど
存
在

せ
ず
、
ま
た
そ
の
水
準
は
し
ば
し
ば
実
賞
金
利
が
負
に
な
る
よ
う
な

低
水
準
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
。

〈

7
〉
金
融
市
場
の
市
場
分
断
牲
に
相
関
し
て
は
、
梶
谷
門
二

O
O四〕

参
照
。

〈

8
〉
固
有
企
業
の
利
潤
分
配
制
度
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
は
、
川
井

〔
一
九
九
六
〕
が
詳
し
い
。

〈

9
〉
こ
の
ほ
か
、
例
え
ば
一
九
八

0
年
代
、
課
税
総
の
借
金
返
済
を
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語
め
る
こ
と
で
、
課
説
ペ
ー
ス
を
縮
小
さ
せ
る
な
ど
の
隔
地
霊
(
「
税

前
還
貸
」
)
が
ほ
と
ん
ど
の
地
方
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
制
度
変
化
は
、
い
ず
れ
も
生
産
性
の
上
昇
を
伴
わ
な
い
形
で

企
業
の
留
保
利
潤
を
拡
大
さ
せ
る
働
ぎ
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
ぬ
〉
も
し
金
業
へ
の
資
金
提
供
が
蔽
終
的
に
は
中
央
鎖
行
の
鼓
幣
発

行
に
よ
り
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
場
合
、
イ
ン
フ
レ
が
選
任
す
る
分

だ
け
実
質
資
金
供
給
量
は
呂
減
、
り
す
る
の
で
、
図
l
で
見
た
よ
う
な

資
金
供
給
曲
線
の
下
方
シ
フ
ト
は
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
口
〉
固
有
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
論

じ
た
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
特
に
そ
の
「
生
産
性
は
向
上
し
て
も

経
営
指
標
が
悪
化
す
る
」
と
い
う
問
題
(
「
生
産
・
財
務
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
講
離
問
題
む
を
“
論
じ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
和
記
門
一
九

九
七
〕
に
サ
ー
ベ
イ
が
あ
る
。

〈
詑
〉
土
地
関
連
の
財
政
収
入
の
中
で
は
、
契
約
税
が
ニ

0
0
一
年
に

は
地
方
政
府
全
体
の
財
政
成
入
の
約
二
%
で
あ
っ
た
の
が
、
二

O
O

六
年
に
は
五
・
七
八
%
と
増
加
し
た
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
G

土

地
増
値
税
や
耕
地
占
有
説
、
都
市
土
地
使
用
税
な
ど
は
、
二

C
C五

年
段
階
で
地
方
財
政
収
入
の
一
%
前
後
で
あ
る
。

〈
日
〉
例
え
ば
一
一

O
O一
一
一
年
に
は
、
譲
渡
収
入
の
合
計
値
は
、
地
方
財

政
収
入
の
約
一
五
車
%
に
逮
し
て
い
る
山
中
悶
闘
士
資
一
諮
年
鑑
い
吋
巾
l

菌
統
計
年
鑑
』
な
ど
よ
り
筆
者
推
計
)
。

〈
日
〉
ニ

O
O七
年
一
月
よ
り
、
土
地
の
有
償
譲
渡
に
関
す
る
収
支

は
、
全
額
地
方
基
金
予
草
管
理
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
G

同
時
に
土
地
収
益
金
の
寵
用
範
囲
に
つ
い
て
も
、
土
地
夜
間
、

立
ち
退
き
補
償
、
土
地
開
発
、
農
民
支
援
、
都
市
建
設
支
出
な
ど
の

用
途
に
霞
ら
れ
る
な
ど
の
明
確
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
つ
真
実
釣

物
業
説
」
「
財
経
』
第
一
七
九
期
]
。
た
だ
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

そ
の
規
定
が
ど
の
程
度
厳
格
に
運
堂
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ

ヴ

Q

。

〈
日
〉
中
患
の
土
地
市
場
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
高
ワ
一

O
O七
〕
な

ど
参
照
。

〈
日
〉
無
撞
譲
寵
さ
れ
る
固
有
地
は
、
基
本
的
に
政
府
自
身
に
よ
っ
て

道
路
e

公
冨
・
緑
地
・
文
教
施
設
な
ど
の
公
共
財
の
供
給
の
た
め
に

用
い
ち
れ
る
が
、
中
に
は
も
っ
ぱ
ら
地
方
政
府
に
よ
る
賛
沢
な
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
建
設
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
な
ど
の
ケ

l
ス
が

指
損
さ
れ
て
い
る
門
蒋
・
劉
・
李
二

C
C七〕。

〈
げ
〉
ゆ
薬
人
民
共
和
岡
国
土
資
源
部

V
Sいた
25HMrmO4・n
え
え

m
E
b
o
o惑∞¥門
N
0
0
8
曲
。
吋
|
お
お
い
ゆ
い
メ
ヨ
参
照
。

〈
日
〉
こ
の
点
に
つ
い
て
、
農
村
・
農
民
た
ち
が
自
分
達
の
土
地
資
産

を
共
同
菅
理
す
る
た
め
に
株
式
会
社
な
ど
の
組
織
を
作
り
、
土
地
開

発
の
利
益
を
自
分
達
で
管
理
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
生
じ
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
(
蒋
・
劉
・
李
[
二

C
O七
]
な
ど
)
。
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